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診断の基準

DSM-Ⅳ 精神疾患の診断・統計マニュアル

高橋三郎他 訳 医学書院 1996 より引用

精神遅滞の診断基準◇

Ａ．明らかに平均以下の知的機能：個別施行による知能検査で、およそ70または

それ以下のＩＱ（幼児においては、明らかに平均以下の知的機能であるという

臨床的判断による 。）

Ｂ．同時に、現在の適応機能（すなわち、その文化圏でその年齢に対して期待され

る基準に適応する有能さ）の欠陥または不全が、以下のうち２つ以上の領域で

存在：意志伝達、自己管理、家庭生活、社会的／対人的技能、地域社会資源の

利用、自律性、発揮される学習能力、仕事、余暇、健康、安全。

Ｃ．発症は18歳未満である。

▲知的機能障害の水準を反映する重傷度に基づいてコード番号をつけること：

317 軽度精神遅滞 ＩＱレベル 50-55からおよそ70

318.0 中等度精神遅滞 ＩＱレベル 35-40から50-55

318.1 重度精神遅滞 ＩＱレベル 20-25から35-40

318.2 最重度精神遅滞 ＩＱレベル 20-25以下

319 精神遅滞、重症度は特定不能 精神遅滞が強く疑われるが、その人の知

能が標準的検査では測定不能の場合

315.0 読字障害の診断基準

Ａ．読みの正確さと理解力についての個別施行による標準化検査で測定された読み

の到達度が、その人の生活年齢、測定された知能、年齢相応の教育の程度に応

じて期待されるものより十分に低い。

Ｂ．基準Ａの障害が読字能力を必要とする学業成績や日常の活動を著明に妨害して

いる。

Ｃ．感覚器の欠陥が存在する場合、読みの困難は通常それに伴うものより過剰であ

る。

コード番号をつける上での注意：一般身体疾患（例：神経疾患）あるいは感覚器

の欠陥が存在するならば、その疾患を第３軸にコード番号をつけて記録しておくこ

と。
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315.1 算数障害の診断基準

Ａ．個別施行による標準化検査で測定された算数の能力が、その人の生活年齢、測

定された知能、年齢に相応の教育の程度に応じて期待されるものよりも十分に

低い。

Ｂ．基準Ａの障害が算数能力を必要とする学業成績や日常の活動を著明に妨害して

いる。

Ｃ．感覚器の欠陥が存在する場合、算数能力の困難は通常それに伴うものより過剰

である。

コード番号をつける上での注意：一般身体疾患（例：神経疾患）または感覚器の

、 。欠陥が存在するならば その疾患を第３軸にコード番号をつけて記録しておくこと

315.2 書字表出障害の診断基準

Ａ．個別施行による標準化検査（あるいは書字能力の機能的評価）で測定された書

字能力が、その人の生活年齢、測定された知能、年齢に相応の教育の程度に応

じて期待されるものよりも十分に低い。

Ｂ．基準Ａの障害が文章を書くことを必要とする学業成績や日常の活動（例：文法

的に正しい文や構成された短い記事を書くこと）を著明に妨害している。

Ｃ．感覚器の欠陥が存在する場合、書字能力の困難が通常それに伴うものより過剰

である。

コード番号をつける上での注意：一般身体疾患（例：神経疾患）または感覚器の

、 。欠陥が存在するならば その疾患を第３軸にコード番号をつけて記録しておくこと

315.4 発達性協調運動障害の診断基準

Ａ．運動の協調が必要な日常の活動における行為が、その人の暦年齢や測定された

知能に応じて期待されるものより十分に下手である。これは運動発達の里程標

の著明な遅れ（例：歩くこと、這うこと、座ること 、物を落とすこと “不器） 、

用 、スポーツが下手、書字が下手、などで明らかになるかもしれない。”

Ｂ．基準Ａの障害が学業成績や日常の活動を著明に妨害している。

Ｃ．この障害は一般身体疾患（例：脳性麻痺、片麻痺、筋ジストロフィー）による

ものではなく、広汎性発達障害の基準を満たすものでもない。

Ｄ．精神遅滞が存在する場合、運動の困難は通常それに伴うものより過剰である。

コード番号をつける上での注意：一般身体疾患（例：神経疾患）または感覚器の

、 。欠陥が存在するならば その疾患を第３軸にコード番号をつけて記録しておくこと
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299.0 自閉性障害の診断基準

． 、 、 （ ）、 、Ａ (1) (2) (3)から合計６つ またはそれ以上 うち少なくとも(1)から２つ

(2)と(3)から１つずつの項目を含む。

(1) 対人的相互反応における質的な障害で以下の少なくとも２つによって明らか

になる：

(a) 目と目で見つめ合う、顔の表情、体の姿勢、身振りなど、対人的相互反応

を調節する多彩な非言語性行動の使用の著明な障害。

(b) 発達の水準に相応した仲間関係をつくることの失敗。

(c) 楽しみ、興味、成し遂げたものを他人と共有すること（例：興味のあるも

のを見せる、もってくる、指さす）を自発的に求めることの欠如。

(2) 以下のうち少なくとも１つによって示される意志伝達の質的な障害：

(a) 話し言葉の発達の遅れまたは完全な欠如（身振りや物まねのような代わり

の意志伝達の仕方により補おうという努力を伴わない 。）

(b) 十分会話のある者では、他人と会話を開始し継続する能力の著明な障害。

(c 常同的で反復的な言語の使用または独特な言語。)

(d) 発達水準に相応した、変化にとんだ自発的なごっこ遊びや社会性を持った

物まね遊びの欠如。

(3) 行動、興味および活動の限定され、反復的で常同的な様式で、以下の少なく

とも１つによって明らかになる：

(a) 強度または対象において異常なほど、常同的で限定された型の１つまたは

いくつかの興味だけに熱中すること。

(b) 特定の機能的でない習慣や儀式にかたくなにこだわるのが明らかである。

(c) 常同的で反復的な衒奇的運動（例えば、手や指をぱたぱたさせたりねじ曲

げる、または複雑な全身の動き 。）

(d) 物体の一部に持続的に熱中する。

Ｂ．３歳以前に始まる、以下の領域の少なくとも１つにおける機能の遅れまたは異

常：

(1)対人的相互作用、(2)対人的意志伝達に用いられる言語、または(3)象徴的また

は想像的遊び。

Ｃ．この障害はレット障害または小児期崩壊性障害ではうまく説明されない。
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299.80 アスペルガー障害の診断基準

Ａ．以下のうち少なくとも２つにより示される対人的相互作用の質的な障害：

(1) 目と目で見つめ合う、顔の表情、体の姿勢、身振りなど、対人的相互反応を

調節する多彩な非言語性行動の使用の著明な障害

(2) 発達の水準に相応した仲間をつくることの失敗

(3) 楽しみ、興味、成し遂げたものを他人と共有すること（例えば、他の人達に

興味のあるものを見せる、もってくる、指さす）を自発的に求めることの欠

如

(4) 対人的または情緒的相互性の欠如

Ｂ．行動、興味および活動の、限定され反復性で常同的な様式で、以下の少なくと

も１つによって明らかになる：

(1) その強度または退場において異常なほど、常同的で限定された型の１つまた

はそれ以上の興味だけに熱中すること。

(2) 特定の、機能的でない習慣や儀式にかたくなにこだわるのが明らかである。

(3) 常同的で反復的な常同的で反復的な衒奇的運動（例えば、手や指をぱたぱた

させたりねじ曲げる、または複雑な全身の動き 。）

(4) 物体の一部に持続的に熱中する。

Ｃ．その障害は、社会的、職業的、または他の重要な領域における機能の臨床的に

著しい障害を引き起こしている。

Ｄ．臨床的に著しい言語の遅れがない（例えば、２歳までに単語を用い、３歳まで

に意志伝達的な句を用いる 。）

Ｅ．認知の発達、年齢に相応した自己管理能力 （対人関係以外の）適応行動、お、

よび小児期における環境への好奇心、などについて臨床的に明らかな遅れがな

い。

Ｆ．他の特定の広汎性発達障害または精神分裂病の基準をみたさない。



－ 59 －

注意欠陥/多動性障害の診断基準◇

Ａ．(1)か(2)のどちらか：

(1) 以下の不注意のうち６つ（またはそれ以上）が少なくとも6ヶ月以上続いたこ

とがあり、その程度は不適応的で、発達の水準に相応しないもの：

不注意

(a) 学業、仕事、またはその他の活動において、しばしば綿密に注意すること

ができない、または不注意な過ちをおかす。

(b) 課題または遊びの活動で注意を持続することがしばしば困難である。

(c) 直接話しかけられたときにしばしば聞いていないように見える。

(d) しばしば指示に従えず、学業、用事、または職場での義務をやり遂げるこ

とができない(反抗的な行動、または指示を理解できないためではなく)。

(e) 課題や活動を順序立てることがしばしば困難である。

(f) (学業や宿題のような)精神的努力の持続を要する課題に従事することをしば

しば避ける、嫌う、またはいやいや行う。

(g) (例えばおもちゃ、学校の宿題、鉛筆、本、道具など)課題や活動に必要なも

のをしばしばなくす。

(h) しばしば外からの刺激によって容易に注意をそらされる。

しばしば毎日の活動を忘れてしまう。(ｉ)

(2) 以下の多動性－衝動性の症状のうち６つ（またはそれ以上）が少なくとも6ヶ

月以上持続したことがあり、その程度は不適応的で、発達水準に相応しない：

多動性

(a) しばしば手足をそわそわと動かし、またはいすの上でももじもじする。

、 、 。(b) しばしば教室や その他 座っていることを要求される状況で席を離れる

(c) しばしば 不適切な状況で 余計に走り回ったり高い所へ上ったりする 青、 、 （

年または成人では落ち着かない感じの自覚のみに限られるかも知れない 。）

(d) しばしば静かに遊んだり余暇活動につくことができない。

(e) しばしば“じっとしていない”または、まるで“エンジンで動かされるよ

うに”行動する。

(f) しばしばしゃべりすぎる。

衝動性

(g) しばしば質問が終わる前に出し抜けに答え始めてしまう。

(h) しばしば順番を待つことが困難である。

しばしば他人を妨害し、邪魔する(例えば会話やゲームに干渉する)。(ｉ)
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Ｂ．多動性―衝動性または不注意の症状のいくつかが７歳以前に存在し、障害を引

き起こしている。

． （ 〔 〕Ｃ これらの症状による障害が２つ以上の状況において 例えば学校 または仕事

と家庭）存在する。

Ｄ．社会的、学業的または職業的機能において、臨床的に著しい障害が存在すると

いう明確な証拠が存在しなければならない。

Ｅ．その症状は広汎性発達障害、精神分裂病、または、その他の精神病性障害の経

過中にのみ起こるものではなく、他の精神疾患（例えば気分障害、不安障害、

解離性障害、または人格障害）ではうまく説明されない。

▲ 病型に基づいてコード番号をつけること：

314.01 注意欠陥/多動性障害、混合型：

過去6ヶ月間A1とA2の基準をともに満たしている場合

314.0 注意欠陥/多動性障害、不注意優勢型：

過去6ヶ月間、基準A1を満たすが基準A2を満たさない場合

314.01 注意欠陥/多動性障害、多動性―衝動性優勢型：

過去6ヶ月間、基準A2を満たすが基準A1を満たさない場合

コード番号をつける上での注意： 特に青年および成人で）現在、基準を完全に満（

たさない症状を持つものには“部分寛解”と特定しておくべきである。
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